
青い空、広がる海、豊かな自然――

楽園の代名詞ともいえる大洋州の島々が近年、ごみ問題に悩まされている。

人口増加やライフスタイルの変化により増え続けるごみ。

国土の小ささや人材の不足・流出などが壁となって対策が遅れる島国に

ごみの処理技術や減量・資源化の大切さを伝えているJICAの協力現場を訪ねた。

文・写真＝今村 健志朗（フォトグラファー） 

from 大 洋 州

PACIFIC ISLANDS

（左上）タファイガタ処分
場を視察する川畑専門
家（左）と天野史郎・
JICA国際協力専門員
（中）エバイマロさんら廃
棄物管理部門のスタッフ
らが独自に開発したカラ
ーシステム。処分場に来
るごみ収集車は日に30
～40台。ごみの種類ごと
に色が違うカードを渡して、
それぞれの埋め立て場所
に誘導する
（下）アピア市内のスー
パーマーケット。野菜や
果物以外のほとんどの商
品が輸入品だ

「福岡方式」を取り入れ、改善されたサモアのタファイガタ処分場。ごみ収集車が到着すると、まずウェイストピッカーがごみの中から有価物を探す。その後、重機でごみを一カ所
に集め、踏み固める

※1 処分場の底部から汚水を速やかに排水し、同時に自然に空気を入れる
ことでごみの分解を促進する技術で、日本では処分場の標準的な構造とし
て普及している。構造が簡単で、施工や維持管理にも高い技術を要せず、
高価な材料に頼らなくても現地にある資材や廃材を利用できる。

    

　『
宝
島
』
の
著
者
R
・
L
・
ス
テ
ィ

ー
ブ
ン
ソ
ン
が
晩
年
を
過
ご
し
た
南

太
平
洋
の
小
国
・
サ
モ
ア
。
佐
賀
県

よ
り
や
や
大
き
い
国
土
に
約
18
万
７

０
０
０
人
が
暮
ら
す
。
バ
エ
ア
山
か

ら
流
れ
る
清
ら
か
な
水
が
、
緑
豊
か

な
渓
谷
、
そ
し
て
大
地
を
潤
す
美
し

い
島
だ
。 

　
早
朝
の
ア
ピ
ア
市
内
中
心
部
。
大

き
く
葉
を
広
げ
た
街
路
樹
の
下
で
、

安
全
ベ
ス
ト
を
着
た
作
業
員
が
ご
み

運
搬
用
の
カ
ー
ト
を
押
し
な
が
ら
落

ち
葉
や
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
集
め
て

い
る
。
住
宅
街
で
も
ご
み
は
決
め
ら

れ
た
場
所
に
置
か
れ
、
散
乱
し
て
い

る
様
子
は
な
い
。「
サ
モ
ア
で
は
今
年

度
か
ら
ご
み
収
集
が
国
内
全
土
で
定

期
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
環
境
省
の
ト
ゥ
ー
・
イ
エ
テ

ィ
ア
イ
ア
次
官
は

話
す
。 

　
ご
み
が
深
刻
な

問
題
と
し
て
浮
上

し
て
き
た
の
は
１

９
９
０
年
代
以
降

の
こ
と
。
そ
も
そ

も
大
洋
州
の
島
々

は
、
国
の
規
模
が

小
さ
く
、
財
源
や

人
材
な
ど
の
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
農
業
や
教
育
な
ど
経
済
活

動
に
直
結
す
る
、
よ
り
重
要
性
の
高

い
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
優
先
し
、

ご
み
問
題
へ
の
対
応
は
後
回
し
に
さ

れ
て
き
た
。
自
然
の
恵
み
で
暮
ら
し

て
い
た
時
代
、
ご
み
を
処
理
す
る
必

要
な
ど
な
か
っ
た
か
ら
だ
。 

　
サ
モ
ア
で
は
、
サ
イ
ク
ロ
ン
や
病

虫
害
の
発
生
に
よ
り
、
主
食
の
タ
ロ

イ
モ
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
大

量
の
食
料
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
輸
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
ご
み
問
題
に

拍
車
を
掛
け
た
。
小
さ
な
島
に
そ
れ

ま
で
な
か
っ
た
缶
詰
な
ど
が
持
ち
込

ま
れ
、
生
活
は
一
変
。
そ
の
結
果
、

空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
い
っ
た
自

然
に
返
ら
な
い
ご
み
が
島
に
あ
ふ
れ

始
め
、「
オ
ー
プ
ン
ダ
ン
ピ
ン
グ
」
と

呼
ば
れ
る
ご
み
の
投
棄
場
は
、
悪
臭
、

害
虫
、
自
然
発
火
が
発
生
す
る
不
衛

生
で
危
険
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
。 

　「『
フ
ク
オ
カ
メ
ソ

ッ
ド
』
の
研
修
を
受

け
て
、
こ
の
処
分
場

の
仕
組
み
や
良
さ
が

分
か
り
ま
し
た
」。
そ

う
語
る
の
は
市
内
か

ら
車
で
30
分
、
タ
フ

ァ
イ
ガ
タ
処
分
場
の

環
境
省
廃
棄
物
管
理

部
門
で
働
く
レ
サ
イ

サ
エ
ア
・
ニ
ウ
ア
ル
ガ
・
エ
バ
イ
マ

ロ
さ
ん
だ
。
こ
の
処
分
場
は
２
０
０

３
年
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
に
よ
り
、

ご
み
分
解
を
促
進
す
る
「
福
岡
方
式

（
準
好
気
性
埋
立
構
造
）」
※
１
を
大
洋

州
で
初
め
て
取
り
入
れ
た
。「
以
前
は

悪
臭
、
メ
タ
ン
ガ
ス
に
よ
る
自
然
発

火
、
ウ
ェ
イ
ス
ト
ピ
ッ
カ
ー
（
ご
み

を
拾
っ
て
生
計
を
立
て
る
人
）
の
火

の
不
始
末
な
ど
が
原
因
で
、
近
隣
住

民
か
ら
苦
情
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
ご
み
か
ら
出
る

汚
水
の
水
質
検
査
に
も
本
格
的
に
取

り
組
み
た
い
」
と
エ
バ
イ
マ
ロ
さ
ん

は
意
欲
を
見
せ
る
。 

　
衛
生
的
な
処
分
場
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
タ
フ
ァ
イ
ガ
タ
処
分
場
は
、

同
様
の
課
題
を
抱
え
る
周
辺
の
島
国

か
ら
も
注
目
を
集
め
た
。
こ
の
成
功

例
を
ほ
か
の
国
々
に
も
普
及
す
る
た

め
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
06
年
に
「
太
平
洋

廃
棄
物
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開

始
。
サ
モ
ア
を
拠
点
に
、
バ
ヌ
ア
ツ

や
パ
ラ
オ
な
ど
に
福
岡
方
式
の
導
入

を
図
る
と
と
も
に
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

や
フ
ィ
ジ
ー
に
対
し
て
処
分
場
の
運

営
を
改
善
す
る
た
め
の
技
術
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
洋
州
全
体

の
廃
棄
物
地
域
戦
略
に
基
づ
き
、
各

国
が
国
別
の
実
施
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
支
援
も
実
施
し
て
い
る
。 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
こ
れ
ま
で
の

サ
モ
ア
の
経
験
・
教
訓
を
も
と
に 

大
洋
州
全
体
で
廃
棄
物 

管
理
能
力
の
向
上
を
図
る 

キリバス

マーシャル諸島

ミクロネシア
連邦

パラオ

ナウル

バヌアツ

フィジー

サモア

ソロモン諸島

オーストラリア

パプアニューギニア 島国に生きる 
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（上）アピア市内の各所に民間業者が設置したリサイクルボックスが置かれている
（中）ナンディ町では、3R活動をPRするポスターやパンフレットを町独自で作成し、住民に
配布している。JICAはその取り組みを後押ししている
（下）トラックから降ろされた剪定ごみ。ラウトカ市のごみの約3割が剪定や芝刈りで出る有
機ごみだ

※2 島国の多くは国内で「リサイクル」することが難しいため、3つ
目のＲはごみをできるだけ「リサイクル」することと、リサイクル市場の
ある先進国や自然に「返すこと（リターン）」を意味する。

大洋州地域におけるJICAの廃棄物管
理分野の協力をまとめたパンフレット『美
しい島の未来のために～大洋州におけ
る日本の廃棄物管理分野の協力～』は、
JICAホームページ（http://www.jica.go.jp/
publication/）からダウンロードできます。

３
年
間
で
、
大
洋
州
９
カ
国
に
対
し

て
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
の
研
修
を

各
国
で
実
施
し
た
。
参
加
者
は
、
政

府
関
係
者
、
自
治
体
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
代
表
者
、
収
集
や
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
の
民
間
業
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い

っ
た
廃
棄
物
管
理
に
か
か
わ
る
人
々
。

関
係
者
は
一
堂
に
会
し
、
国
全
体
の

廃
棄
物
問
題
を
把
握
、
そ
の
中
か
ら

優
先
課
題
を
取
り
上
げ
、
解
決
に
向

け
た
実
施
計
画
の
骨
格
を
つ
く
っ
て

い
っ
た
。
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

実
施
計
画
の
完
成
と
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う

予
定
に
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
協
力
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
と

も
に
行
っ
て
い
る
の
が
、
地
域
国
際

機
関
の
「
太
平
洋
地
域
環
境
計
画
（
Ｓ

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
）」
だ
。
南
太
平
洋
の
21

カ
国
・
地
域
と
先
進
４
カ
国
が
加
盟

す
る
こ
の
機
関
は
、
島
共
通
の
課
題

で
あ
る
環
境
保
全
に
向
け
た
域
内
協

力
の
促
進
な
ど
を
目
的
に
80
年
に
発

足
。
本
部
は
サ
モ
ア
に
あ
り
、
２
０

０
０
年
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
の
コ
シ
ー
・
ラ
ト
ゥ
事

務
局
長
代
理
は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力

の
特
徴
は
、
タ
フ
ァ
イ
ガ
タ
処
分
場

の
改
善
の
よ
う
に
、
協
力
の
成
果
が

各
国
で
確
実
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
。

私
た
ち
は
こ
の
事
例
を
、
特
に
研
修

な
ど
の
人
材
育
成
を
通
し
て
大
洋
州

全
体
に
広
め
た
い
」
と
語
る
。 

　
し
か
し
、
ご
み
問
題
は
依
然
深
刻

だ
。
背
景
に
は
絶
対
的
な
人
材
不
足

が
あ
る
。
小
国
ゆ
え
に
も
と
も
と
人

口
が
少
な
い
上
、
研
修
な
ど
を
通
じ

て
技
術
や
知
識
を
習
得
し
た
人
材
は
、

よ
り
高
い
収
入
を
求
め
て
海
外
に
働

き
に
出
て
し
ま
う
。
し
か
も
、
ご
み

処
理
の
仕
事
は
特
に
人
気
が
な
い
。 

　
ま
た
、
国
の
廃
棄
物
処
理
計
画
を

実
施
す
る
政
府
側
の
主
体
性
が
欠
け

て
い
る
こ
と
も
課
題
だ
。
中
米
カ
リ

ブ
海
の
セ
ン
ト
・
ビ
ン
セ
ン
ト
出
身

で
、
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
で
固
形
廃
棄
物
対

策
を
担
当
す
る
エ
ス
タ
・
リ
チ
ャ
ー

ズ
さ
ん
は
「
各
国
政
府
の
能
力
向
上

が
不
可
欠
だ
」
と
指
摘
す
る
。
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
日
本
と
大
洋
州
地

域
を
行
き
来
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
運
営
す
る
川
畑
友
里
江
・
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
は
、「
タ
フ
ァ
イ
ガ
タ
の

成
功
例
が
あ
る
サ
モ
ア
と
違
い
、
他

国
で
は
ま
だ
ご
み
問
題
が
ほ
か
の
優

先
課
題
に
遅
れ
を
取
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
主
体
性
を
高
め
て
取
り
組
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。 

　
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
サ
モ
ア
支
所

の
四
釜
嘉
總
所
長
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
医
療
廃
棄
物
処
分
場

の
改
善
、
帰
国
研
修
員
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

協
力
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
青
年

海
外
協
力
隊
に
よ
る
環
境
教
育
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
廃
棄
物
対
策

は
、
多
様
な
観
点
か
ら
継
続
し
た
取

り
組
み
が
必
要
で
す
」
と
語
る
。 

　
ま
た
、
カ
リ
ブ
海
に
浮
か
ぶ
島
国

で
も
、
大
洋
州
同
様
に
一
国
だ
け
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
ご
み
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

大
洋
州
で
の
経
験
を
生
か
し
、
カ
リ

ブ
地
域
が
域
内
協
力
に
よ
り
ご
み
を

適
切
に
管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
協
力
が
で
き
な
い
か
、
検
討
し

て
い
る
。 

    

　
フ
ィ
ジ
ー
第
２
、
第
３
の
都
市
ラ

ウ
ト
カ
市
と
ナ
ン
デ
ィ
町
。
共
通
す

る
の
は
美
し
い
芝
生
だ
。
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
芝
刈
り
機
が
忙
し
く
動
き
回

り
、
庭
の
手
入
れ
が
と
て
も
よ
く
行

き
届
い
て
い
る
。 

　
こ
の
国
で
も
ご
み
は
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
２
つ
の
町
で
最
も
多
い

の
は
、
南
国
ゆ
え
に
成
長
が
速
い
草

木
を
剪
定
し
た
庭
ご
み
、
そ
し
て
台

所
か
ら
出
る
野
菜
の
く
ず
や
食
べ
残

し
と
い
っ
た
有
機
ご
み
。
こ
れ
ら
は

都
市
ご
み
全
体
の
７
割
を
占
め
る
。

「
住
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
有
機
ご

み
を
燃
料
や
堆
肥
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
」
と
孔
井

順
二
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
話
す
。 

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
08
年
10
月
か
ら
フ

ィ
ジ
ー
で
「
廃
棄
物
減
量
化
・
資
源

化
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し

て
い
る
。
排
出
か
ら
収
集
、
最
終
処

分
に
至
る
ま
で
の
ご
み
処
理
の
計
画

づ
く
り
や
、
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
／
リ
タ
ー

ン
※
２
）
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
島
の
小
さ
な
土
地
を
有
効
的
に

使
う
た
め
に
は
、
最
終
処
分
場
の
改

善
に
加
え
、
ご
み
の
排
出
量
を
減
ら

す
取
り
組
み
も
重
要
だ
。
ま
た
、
最

初
か
ら
ご
み
が
少
な
け
れ
ば
、
収
集
・

運
搬
コ
ス
ト
も
抑
え
ら
れ
る
。 

　
そ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
力
強
い

支
え
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
鹿
児
島

県
志
布
志
市
だ
。
フ
ィ
ジ
ー
同
様
、

焼
却
場
が
な
く
、
す
べ
て
の
ご
み
を

埋
め
立
て
て
い
る
同
市
は
、
徹
底
し

た
分
別
で
約
８
割
の
ご
み
の
減
量
に

成
功
。
08
年
に
は
、
住
民
な
ど
と
と

も
に
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
功
績
を
挙
げ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

自
治
体
な
ど
に
贈
ら
れ
る
環
境
省
の

「
循
環
・
共
生
・
参
加
ま
ち
づ
く
り
表

彰
」
も
受
け
て
い
る
。
昨
年
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
い
る
同
市
の

職
員
が
現
地
を
訪
れ
た
時
は
、
住
民

と
の
粘
り
強
い
対
話
の
必
要
性
を
伝

え
た
。 

　
楠
幸
二
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
、

「
ご
み
を
め
ぐ
る
行
政
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
と
の
付
き
合
い
は
一
度
始
ま
れ

ば
息
の
長
い
も
の
に
な
る
。
志
布
志

市
の
取
り
組
み
か
ら
は
分
別
方
法
そ

の
も
の
よ
り
も
、
行
政
が
ど
の
よ
う

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
対
話
し
、
理

解
を
得
、
積
極
的
な
住
民
参
加
に
つ

な
げ
て
い
っ
た
の
か
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
強
調
す
る
。
ラ
ウ
ト
カ
市
保
健
衛

生
サ
ー
ビ
ス
部
の
ラ
ジ
ャ
ン
ド
ゥ
ラ
・

プ
ラ
タ
ッ
プ
部
長
も
そ
れ
を
理
解
し

て
お
り
、「
粘
り
強
い
説
得
で
６
割
の

減
量
を
目
指
す
」
と
意
気
込
む
。
ま

た
ナ
ン
デ
ィ
町
の
サ
カ
ラ
イ
ア
・
セ

ラ
ウ
保
健
部
長
も
「
ポ
ス
タ
ー
な
ど

の
広
報
ツ
ー
ル
や
学
校
で
の
環
境
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

孔
井
専
門
家
は
「
互
い
の
取
り
組
み

や
情
報
を
共
有
し
て
く
れ
れ
ば
」
と

期
待
す
る
。 

　
島
国
に
お
け
る
ご
み
問
題
の
解
決

に
は
、
政
策
・
行
政
組
織
・
現
場
レ

ベ
ル
で
の
人
材
育
成
と
、
住
民
と
の

信
頼
関
係
を
築
き
、
環
境
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
。
国
土
が
小
さ
く
人
材
も
十
分
で

な
い
中
で
、
ご
み
の
多
量
・
多
様
化

は
島
国
の
未
来
を
左
右
す
る
課
題
だ

と
い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
排
出
か

ら
処
理
・
処
分
ま
で
す
べ
て
の
過
程

で
人
々
が
ど
う
ご
み
問
題
と
向
き
合

う
か
―
―
そ
れ
が
、
青
く
澄
ん
だ
空

と
海
が
似
合
う
、
清
潔
で
快
適
な
ま

ち
を
取
り
戻
す
カ
ギ
と
な
る
に
違
い

な
い
。  

　
　
　 

（
20
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
） 

日
本
の
経
験
を
参
考
に 

行
政
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が 

対
話
し
な
が
ら
ご
み
を
減
量 
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